
七
月
八
日
高
槻
市
・

山
水
館
で
三
三
名
が
参

加
し
て
、
第
五
八
回
日

中
大
阪
府
連
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

日
中
国
交
回
復
四
〇

周
年
、
大
阪
府
連
創
立

六
〇
周
年
の
節
目
の
年

に
開
か
れ
た
大
会
は
、

大
き
な
変
化
を
遂
げ
存

在
感
を
高
め
て
い
る
中

国
と
の
友
好
運
動
を
、
国
民
レ
ベ
ル

で
友
好
交
流
活
動
を
活
性
化
さ
せ
よ

う
と
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平

頂
山
事
件
八
〇
周
年
、
盧
溝
橋
事
件

七
五
周
年
、
南
京
事
件
七
五
周
年
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。

日
中
不
再
戦
と
平
和
友
好
の
活
動

を
強
め
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
を
十
月
に
「
中
国

か
ら
の
引
き
揚
げ
漫
画
展
」

と
し
て
行
な
う
こ
と
に
な

り
、
準
備
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
東
大
阪

支
部
は
新
た
な
役
員
体
制

で
活
動
を
活
性
化
さ
せ
、

門
真
支
部
は
会
員
を
増
や

し
て
大
会
に
参
加
、
西
支

部
は
毎
月
の
支
部
行
事
を

行
い
組
織
の
強
化
と
拡
大

を
す
す
め
て
い
る
と
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
語
講
座

や
太
極
拳
教
室
な
ど
の
文
化
活

動
も
各
支
部
主
催
で
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
役
員
体
制
の
確

立
と
楽
し
い
支
部
の
行
事
を
旺

盛
に
お
こ
な
う
こ
と
で
、
大
阪

府
連
の
組
織
の
強
化
と
拡
大
を

図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
報
告
や
活
動
方
針
案
、
会
計

報
告
、
予
算
案
、
会
計
報
告
を
討
議

し
、
満
場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
渡
辺
武
会
長
な
ど
新
役
員
も
確

認
さ
れ
、
五
〇
年
・
三
〇
年
会
員
表

彰
な
ど
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
宣
言
は
六
月
に
入
会
し
た
ば

か
り
の
門
真
支
部
・
金
子
紀
之
さ
ん

か
ら
提
案
さ
れ
、
府
民
に
大
き
な
影

響
力
を
持
つ
協
会
の

確
立
を
め
ざ
し
て
運

動
を
展
開
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

閉
会
後
、
休
憩
を

は
さ
ん
で
祝
賀
会
が

行
わ
れ
、
中
華
人
民

共
和
国
・
駐
大
阪
総

領
事
館

王

磊
領

事
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
も
中
国
と
の
か
か
わ
り
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
が
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
歓

談
を
深
め
ま
し
た
。

会
場
の
山
水
館
は
摂
津
峡
の
渓
谷

沿
い
に
あ
り
温
泉
も
楽
し
み
ま
し
た
。
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盧
溝
橋
・
南
京
事
件
七
五
周
年
に

中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
漫
画
展
を
開
催

府連通信

10/11(木)～16(火) 梅田・芝田町画廊

資料代500円のご協力をお願いします

漫画家のみなさんも中国ですごし、戦争を体験し、日

本に引き揚げてきました。少年達の目に映った中国の

人々や風景、戦争直後の日本の様子が描かれています。

連絡先：大阪府連06-6372-8131

盧
溝
橋
事
件
七
五
周
年
の
七
月
七

日
、
西
区
九
条
商
店
街
で
、
「
も
う

ひ
と
つ
の
七
夕
」
日
中
不
再
戦
の
決

意
を
新
た
に
市
民
に
訴
え
て
き
ま
し

た
。日

中
十
五
年
戦
争
は
日
本
の
軍
事

侵
略
と
経
済
進
出
で
あ
り
、
中
国
軍

が
一
兵
た
り
と
も
日
本
に
上
陸
し
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
９
３
７

年
七
月
七
日
以
後
の
中
国
へ
の
全
面

侵
略
戦
争
、
同
年
の
上
海
攻
撃
か
ら

首
都
南
京
攻
撃
と
大
虐
殺
、
三
千
人

の
村
人
を
虐
殺
し
た

平
頂
山
事
件
な
ど
の
事
実
を
絶
対
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
二
月
に
河
村

名
古
屋
市
長
は
父
親
の
口
を
借
り
て

「
南
京
大
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
と
発

言
、
こ
れ
は
歴
史
の
ね
つ
造
で
許
さ

れ
な
い
暴
言
で
す
。

戦
後
の
日
中
関
係
は
ア
メ
リ
カ
占

領
軍
と
日
本
政
府
の
中
国
敵
視
政
策
、

単
独
講
和
、
１
９
７
２
年
九
月
の
日

中
国
交
回
復
、
文
革
期
の
い
び
つ
な

時
代
を
経
験
、
改
革
開
放
政
策
と
経

済
交
流
の
発
展
や
、
次
々
に

お
こ
る
尖
閣
列
島
な
ど
の
諸

問
題
は
、
平
和
外
交
を
ね
ば

り
強
く
続
け
、
原
点
を
忘
れ

ず
長
期
の
平
和
友
好
関
係
の

確
立
と
不
再
戦
の
確
認
が
大
切
で
す
。

日
中
両
国
は
隣
国
と
し
て
仲
よ
く

つ
き
あ
う
事
が
大
切
で
、
平
和
な
友

好
関
係
を
築
く
こ
と
が
ア
ジ
ア
の
平

和
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
阪
府
連
創
立
六
十
年
の
記
念
の

大
会
で
す
。
会
員
を
増
や
し
、
読
者

を
是
非
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
今
そ
れ

が
私
た
ち
の
出
来
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
活
発
な
意
見
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

(

あ
い
さ
つ
要
旨
）

国
交
回
復
四
〇
年
原
点
を
忘
れ
ず

平
和
な
日
中
交
流
を
会
長
・
渡
辺
武

8/17(金)～26(日) 13：00～17：00

8/20(月)21(火)は休み・入場無料

会場：大阪きりえセンター

大証ビル２０５(北区天神橋1-19-15）

主催：日中友好協会大阪府連合会

きりえコンクール秀作品巡回展

山
本
恒
人
さ
ん
を

新
副
会
長
に
選

中国からの引き揚げ漫画展

王 磊 中国領事

３０年会員表彰・小林徳子さん



王

磊
さ
ん
（
中
華
人
民
共
和
国

駐
大
阪
総
領
事
館
・
領
事
）

第
五
八
回
大
会
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
領
事
勤
務
一
年
余
、
生
活
部
か
ら

政
治
文
化
部
に
来
て
三
ヶ
月
で
す
。
日

中
国
交
回
復
四
〇
年
、
日
中
交
流
が
大

切
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
友

好
が
発
展
し
て
い
き
ま
す
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

（
祝
賀
会
で
の
挨
拶
）

片
山
ふ
え
さ
ん
（
日
本
ユ
ー
ラ
シ

ア
協
会
大
阪
府
連
副
会
長
）

歴
史
と
伝
統

の
あ
る
日
中
友

好
協
会
第
五
八

回
大
阪
府
連
大

会
で
挨
拶
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
、
大

変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
以
前

は
日
ソ
協
会
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ソ
連
が
崩
壊
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
と

い
う
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

日
中
国
交
回
復
四
〇
年
、
大
阪
府
連

創
立
六
〇
年
、
中
国
敵
視
政
策
や
、
１

９
６
０
年
代
の
不
幸
な
困
難
を
の
り
こ

え
、
日
中
国
交
回
復
を
願
っ
て
運
動
さ

れ
、
国
際
的
な
立
場
に
た
っ
て
運
動
を

続
け
、
今
日
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
国

民
的
、
文
化
的
交
流
は
必
要
で
す
し
、

世
界
の
流
れ
で
す
。
同
じ
国
際
的
な
協

会
と
し
て
、
世
界
が
い
つ
ま
で
も
平
和

で
あ
り
ま
す
よ
う
、
手
を
た
ず
さ
え
て

一
緒
に
歩
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

兵
藤
晴
喜
さ
ん
（
兵
庫
県
連
理
事
長
）

県
連
大
会
で

も
議
論
し
ま
し

た
が
、
や
は
り

先
進
支
部
と
い

う
の
は
、
組
織
五
原
則
に
則
っ
て
し
っ

か
り
活
動
、
運
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
と
確
認
し
ま
し
た
。
加
古
川
支
部
で

は
ニ
ュ
ー
ス
７
０
０
部
、
毎
月
役
員
会
、

学
習
会
等
行
い
、
ニ
ュ
ー
ス
は
公
共
の

場
に
も
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
学
校
６
年
生
の
授
業
に
招
か
れ
、

学
校
行
事
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

あ
る
中
学
で
は
、
中
国
を
知
る
と
い
う

こ
と
を
、
全
校
生
５
０
０
人
の
前
で
行

い
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
行
え
ば
市
民
権

を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
日
の
映
画
会

に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
っ
た
と
中

国
帰
国
者
も
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
し

い
現
状
の
中
国
も
是
非
知
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
は
福
岡
が
と
て
も
元
気
で
す
、

関
西
も
協
力
し
て
盛
り
上
げ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す

布
川
雅
章
さ
ん
（
通
訳
・
高
槻
在
住
）

中
国
人
観
光
客
１
０
０
名
・
年
間
１

０
０
日
く
ら
い
通
訳
や
観
光
地
案
内
を

し
て
い
ま
す
。
ナ
ン
バ
に
い
け
ば
中
国

人
が
多
い
と
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
東
京

は
も
っ
と
多
く
、
銀
座
等
は
中
国
人
で

も
っ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
だ

い
た
い
一
人
あ
た
り
十
五
万
〜
二
十
万

円
く
ら
い
使
い
ま
す
。

関
西
空
港
に
迎
え
に
行
き
、
全
国
を

案
内
し
て
成
田
で
送
り
ま
す
。
京
都
に

い
け
ば
必
ず
嵐
山
の
不
再
戦
の
碑
を
案

内
し
ま
す
。
こ
れ
は
二
度
と
戦
争
を
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
誓
い
の
も
と
に

建
て
ら
れ
た
と
説
明
す
る
と
、
日
本
に

も
こ
ん
な
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
感
心
し

写
真
を
撮
ら
れ
ま
す
。

中
国
の
三
世
・
四
世
と
い
ま
す
が
、

中
国
と
日
本
と
の
か
か
わ
り
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
小
学
六

年
生
は
平
安
時
代
を
習
っ
て
い
る
頃
な

の
で
、
そ
の
頃
の
説
明
を
し
て
い
ま
す
。

大
阪
に
は
残
留
法
人
支
援
セ
ン
タ
ー

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
漫
画
展
の
宣
伝

に
い
け
ば
効
果
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
保
険
医
協
会
・
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友

好
協
会
大
阪
府
連
合
会
・
日
本
コ
リ
ア
協

会
大
阪
・
全
大
阪
労
働
組
合
総
連
合
・
大

阪
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
・
大
阪
府
立

高
等
学
校
教
職
員
組
合
・
門
真
市
職
員
労

働
組
合
・
日
本
共
産
党
国
会
議
員
団
大
阪

事
務
所
・
日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団
・

日
本
共
産
党
堺
市
議
会
議
員
団
・
日
本
中

国
友
好
協
会
・
東
京
都
連
合
会
・
愛
知
県

連
合
会
・
京
都
府
連
合
会
・
和
歌
山
県
連

合
会
・
福
井
支
部
・
都
城
支
部

会
長
・
渡
辺
武
、
副
会
長
・
山
本
恒
人
、

片
山
英
徳
、
理
事
長
・
松
尾
豊
、
副
理

事
長
・
近
藤
好
幸
、
事
務
局
長
・
高
瀬

龍
二
、
事
務
局
次
長
・
澤
野
井
公
夫
、

常
任
理
事
・
恒
岡
正
勝
、
石
井
勉
、
大

上
二
郎
、
松
原
弥
寿
夫
、
理
事
・
浅
井

和
夫
、
平
松
悦
雄
、
上
村
明
、
早
乙
女

実
、
国
島
輝
雄
、
高
橋
朗
、
中
村
健
二
、

廣
原
資
泰
、
荒
崎
博
、
前
田
尋
、
栗
山

俊
子
、
菅
原
正
義
、
土
井
一
正
、
尾
中

妙
子
、
顧
問
・
野
口
政
廣
、
藤
後
博
巳

会
計
監
査
・
岡
村
聖
大
、
上
村
明
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梅
雨
も
一
休
み
、
雨
も

上
が
っ
た
地
下
鉄
九
条
駅

前
で
毎
年
恒
例
の
七
・
七

行
動
を
五
名
が
参
加
し
て
、

マ
イ
ク
で
宣
伝
し
な
が
ら

「
も
う
ひ
と
つ
の
七
夕
」

の
ビ
ラ
を
道
行
く
人
た
ち

に
手
渡
し
ま
し
た
。

渡
辺
府
連
会
長
と
平
松

西
支
部
事
務
局
長
が
、
日

中
全
面
戦
争
の
発
火
点
に

な
っ
た
、
一
九
三
七
年
七

月
七
日
の
「
盧
溝
橋
事
件
」

か
ら
七
五
年
、
平
和
の
大

切
さ
と
、
侵
略
戦
争
の
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

の
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

ビ
ラ
を
受
け
取
り
な
が
ら
、

終
戦
時
は
知
覧
で
む
か
え

多
く
の
戦
友
が
特
攻
隊
や

人
間
魚
雷
で
亡
く
な
っ
た

と
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
七
夕
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え

各
団
体
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介

来
賓
あ
い
さ
つ
と
代
議
員
の
発
言
か
ら(

要

北京郊外・盧溝橋

僕
は
か
ね
て
よ
り
、
門
真
市
内
で

在
日
外
国
人
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る

門
真
支
部
の
中
村
理
事
か
ら
、
会
へ

の
参
加
を
声
か
け
頂
き
、
六
月
度
よ

り
入
会
し
、
初
め
て
大
阪
府
連
合
会

の
大
会
に
出
席
致
し
ま
し
た
。
三
人

の
中
国
の
方
々
と
の
素
晴
ら
し
い
交

流
の
場
を
丁
戴
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

会
場
へ
向
か
う
道
中
で
は
、
バ
ス

の
席
を
共
に
し
た
陳
さ
ん
と
互
い
に

思
い
や
る
家
族
の
こ
と
、
文
化
の
こ

と
を
語
り
合

い
ま
し
た
。

生
ま
れ
育
っ

た
場
所
、
国

籍
は
違
っ
て
い
て
も
、
共
に
過
ご
し

た
時
間
の
中
に
は
、
語
り
合
う
こ
と

で
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
共
有

で
き
た
こ
と
が
思
い
出
に
残
り
ま
す
。

祝
賀
会
の
会
場
で
会
っ
た
「
山
水

館
」
で
働
く
、
仲
居
の
王
さ
ん
が
、

「
・
・
・
・
み
な
さ
ん
、
山
水
館
へ

お
越
し
下
さ
い
ま
し
て
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
、
心
の
こ
も
っ
た
挨
拶

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
日
本
で
一

生
懸
命
働
く
彼
女
の
姿
を
誰
も
が
美

し
い
と
思
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

忙
し
い
中
、
駆
け
つ
け
て
下
さ
い

ま
し
た
王
領
事
と
祝
賀
会
の
終
わ
り

に
、
み
ん
な
で
手
を
取
り
合
い
記
念

撮
影
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
僕
は
、

こ
の
日
得
た
喜
び
を
今
後
の
活
動
参

加
に
活
か
し
、
勉
強
を
重
ね
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
初

め
て
投
稿
致
し
ま
す
。

初
参
加
の
金
子
さ
ん
が
決
議
案
を
提
案

２
０
１
２
年
度
新
役
員
紹
介


